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1.け しがき

現在,本義き物の実肺 力帥 学輸 究と行う場合に,最も
一撲1クケtの |オ′歪計によう

方琺であろう。平機構造物|(おヽ マヽ′け,蔵 々の実理艇力ながあ,ス ′盈計にようlサが,山手

計あヽまず光諄′庄によろ方戎ケどがあらが,,|に ,全く新し、ヽ方戎として′
一 平板の泉衝て`

日霊り線と反射させ′敦raT前4ヵのな熊と,同 じネグト
ニ菫電出させ■,巧2/rに干オ輪之年

うt,こ れがら,平根のタワミ角度を酵 壱たみとうと
〕ヽウーーM。いこスがあう,わが□てヽ

′このオ琺2,平 根の凛理解有の
一フのキ段としてとりあげたのけ′上未エウの分野71す

′十だ見当うなt とヽ忠われうので`,われわれの研究宝でtオ
ーコ↑年駄未とりあげて研究L違

あて楽た。ここでけ,こ のM誡晟ウ去と紹,し 、フ
ヽヽそヽl不 完全でけあうがチ血ヵ てきた実

験の中向発表と行t 、`今後の希農の向上l司鋼した
ヽヽとBう。

2,Mめ 杉琺の原理
図_子の装置と彦えう。、ヽチi載行前後に,それぞれ,平緞

上の実Pに日霊り0が′慕/に日霊りσが対応し′どちうも乾

橡上Sに4象と郷んだこオうと,明らがI■
'次式が成立する。

dQ=2ゞ ぽ十げメ=2λソ(l十号謹メキ2αげ―
‐・1)

モミて`′ちんうがの方云で,dQを知たげ,ザ・リケわち,タ

ワSの1暗葎碗というミとがひきうわけであうo

さて′図-2に お、ヽマ′線鮮 βt′λt t′れぞれ′義街着|′復

の目だり碑 の像とうちと′二曳滉ぬにか,て生じ
｀
た場mor l il

と■,,亀 とん′‐
‐ヽいの在莫つつながりであ,マ ′ こ こ

■‐け。当然 ,距証 αQ=ο  と なって1)う。この玲上で′

像 け,自 と黒の渉だう潜罰業ヒなうlt反じ′モの夕じた不|す

′ λたの向にたtが■|り込んてヽオバて黒と■■り,本ブにあうと

聯落な自ヽ )コンター線となう。魂|こ′玲″じ:てヽ1'′LiヒL

′色ヒん′ 、ヽ がヽた,て、、て,肌.ヒLと の向のσQの

走け,丁麦B霊り向賜んに等しくなう。 したが,て′もし

号
[][|[]li:[illl:」

桑芳:][141誓が11:夢:作:電もな
留″

:夕琴iタ ワミの2晴 徴夕を史味 に計算すう
に lま種 々の方翡が″えられ ,が , こ

こで|さ,

号 ず,ネ ガと奉ぎ堅こ日寸な きでヲ|イ申し亀復 ,M〆 腫 ♭麟″ をト
レース し′
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